
(全学委員会）　環境・安全衛生委員会	

●　放射線安全小委員会	
●　温室効果ガス対策小委員会	
●　特定生物安全管理小委員会	  
　　　　○　遺伝子組換え生物等	  
　　　　　　「遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律	  
　　　　　　　（カルタヘナ法）」	  
　　　　○　病原性微生物等	  
　　　　　　「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（感染症法）」	  
　　　　○　監視伝染病病原体	  
　　　　　　「家畜伝染病予防法（家伝法）」	  
　　　　○　外来生物	  
　　　　　　「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（外来生物法）」	  







機関実験	

大臣確認実験	

重要!!	





二種省令別表第二〜五を参照	









2．国立大学法人東京大学における事案	
（1）文部科学省は、平成26年11月27日、東京大学から、遺伝子組換え微生物を含む培養液を実
験棟間で運搬する際、容器を破損し、培養液を漏出したとの第一報を受け、同月28日に現地調査

を行うとともに、平成27年1月13日、同大学から、本事案に係る原因と今後の対策について報告を
受けました。	

（2）同大学からの報告の概要は、以下のとおりです（詳細別添2）。	
・平成26年11月27日、同大学弥生キャンパスにおいて、実験者が、遺伝子組換え微生物を含む培

養液が入ったガラス製の三角フラスコを、台車を用いて実験棟間で運搬する際、台車の振動によ
り三角フラスコがアスファルト路面に落下して破損し、培養液が路面に漏出した。	

・同大学は応急措置として、三角フラスコの破片及び漏出した培養液を可能な限り回収した上で、
漏出範囲を殺菌消毒液で処理し、周囲にエタノール溶液の噴霧を行った。その後、漏出範囲及び

その周囲に対し、次亜塩素酸ナトリウム溶液処理及び火炎バーナーによる火炎処理を行った。ま
た、漏出範囲及びその周囲からサンプルを採取し、生存した遺伝子組換え微生物が検出されない
ことを確認した。	



文部科学省は、平成26年8月5日、富山大学から、不活化措置をとったはずの遺伝子組換え
ラットが生きた状態で死体一時保管冷凍庫で発見された旨の第一報を受け、同月8日に現地
調査を行うとともに、詳細の報告を求めていたところ、10月15日、同大学から、本事案に係る

原因と今後の対応策等について報告を受けました。	

平成25年6月20日	
　株式会社ミツカングループ本社（愛知県半田市）より、遺伝子組換え生物等の不適切な
使用等について報告があり、本日、文部科学省として、同社に対し厳重に注意しましたの

で、お知らせします。（キノコ　Agrocybe	  cylindracea	  x	  Pleurotus	  ostreatus）	

平成24年11月28日	
　独立行政法人産業技術総合研究所四国センター（香川県高松市）において、遺伝子組換
え生物等の不適切な使用等があり、本日、文部科学省として、同研究所に対し、厳重に注

意しましたので、お知らせします。(バキュロウイルスで生産した組換えタンパク質試薬）	



遺伝子組換え生物安全管理規程	



核酸供与体　（導入遺伝子が由来する生物）	

供与核酸　(導入遺伝子）	

宿主　(遺伝子を導入する生物）	

宿主　(組換え生物を保有する生物	

動植物接種実験	  /	  細胞移植実験	

動植物作成実験 	

組換えウイルスを動植物に接種	  
組換えアグロバクテリウムを植物に接種	  
組換え培養細胞を動物に移植	

申請書１	

申請書２	

作成実験と接種実験には別々の申請書が必要です	

セルフクローニング？	  
ゲノム編集？	

微生物使用実験 	
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リストは	  
クラス2以上	  
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申請書は	  
「告示別表」と
「拡散防止措置
早見表」を	  
参照して記入し
て下さい。	  

（環境安全管理センターの
サイトからダウンロードで
きます）	



○動植物作成実験や，接種実験についても早見表があります	



H26.7.1	

認定宿主ベクター系： 大腸菌，酵母，枯草菌，アグロバクテリウム	  etc.	

研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措	
置等を定める省令の規定に基づき認定宿主ベクター系等を定める件	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成十六年一月二十九日文部科学省告示第七号）	



ク
ラ
ス
１

ク
ラ
ス
2 表中に「クラス」の文字がないので	  

分かりにくい	



組換えウイルスは大臣確認に該当することが多い	

自律増殖能欠損型ウイルス→機関実験	  
自律増殖能制限型ウイルス→大臣確認実験	

二種省令別表第一を参照	



「文部科学省・	  
ライフサイエンスの広場」	  

で検索して下さい。	



毎年6月頃に開催されます	





　　　　平成２７年度	  
　　第３回　安全教育関係講習会　(府中地区）	  

日時：平成２７年７月３０日（木）	  
時間：13:00	  〜	  14:30	  
場所：農学部2号館11教室	  

テーマ：遺伝子組換え生物の取扱について	  

府中地区安全主任者　　　	  
　　　　　　　　　丹生谷　博　（遺伝子実験施設）	

以上のスライドは環境安全管理センターと	  
遺伝子実験施設のサイトに掲載します	


